
 
 

                          

                           

一 

は
じ
め
に 

 

『
長
井
市
史
（
平
成
版
）』
通
史
編
四
巻
（
二
〇
一
九

～
二
四
）・
各
論
編
二
巻
（
二
〇
二
〇
～
二
一
）
刊
行
後
、

二
〇
一
九
年
に
中
世
分
野
に
お
い
て
幾
つ
か
の
貴
重
な

市
史
資
料
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
こ
こ
で
は
、

伊
達
家
臣
片
倉
氏
に
関
係
す
る
史
資
料
の
紹
介
と
若
干

の
考
察
を
行
い
ま
す
。 

 

伊
達
氏
が
置
賜
地
域
を
支
配
し
て
い
た
時
代
に
、現
在

の
長
井
市
宮
村
一
帯
は
片
倉
壱
岐
守
景

か
た
く
ら
い
き
の
か
み
か
げ

親 ち
か

（
意
休

い
き
ゅ
う

斎 さ
い

）
が

領
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）

伊
達
氏
が
岩
出
沢
（
現
在
の
宮
城
県
大
崎
市
岩
出
山
）
へ

移
封
さ
れ
る
と
、片
倉
一
族
も
共
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

近
年
に
な
り
、宮
城
県
登
米
市
石
越
の
片
倉
家
に
片
倉

氏
関
連
文
書
が
多
数
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
二
〇
二
一
年
六
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

宮
城
で
の
史
料
保
全
活
動
に
つ
い
て
知
っ
た
石
越
片
倉

家
の
関
係
者
か
ら
依
頼
を
受
け
た
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
の
佐
藤
大
介
氏
が
、
同
家
所
蔵
の
古
文
書
保

〈
特
別
寄
稿
〉 

伊
達
家
臣
片
倉
氏
を
め
ぐ
っ
て 
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全
活
動
を
行
い
文
書
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
発
見
し
た

も
の
で
、
そ
の
な
か
に
宮
村
館
（
長
井
市
）
と
見
ら
れ
る

絵
図
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

『
米
沢
市
史
第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』（
一
九
九

七
）
第
四
章
第
二
節
・
第
三
節
の
安
部
俊
治
氏
や
『
長
井

市
史
通
史
第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』（
二
〇
一
九
）

第
四
章
の
菅
野
正
道
氏
、
そ
れ
に
同
五
章
の
伊
藤
清
郎
の

著
述
、さ
ら
に
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た

「
長
井
市
史
歴
史
講
座
」
に
お
け
る
菅
野
正
道
氏
の
発
表

「
伊
達
氏
家
臣
片
倉
氏
の
出
自
と
動
向
」
に
付
け
加
え
る

こ
と
は
な
い
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、『
白
石
市
文
化
財
調

査
報
告
書
第
四
七
集 

片
倉
小
十
郎
景
綱
関
係
文
書
』

(

白
石
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三)

と
、
今
回
発
見
さ
れ

た「
宮
城
県
登
米
市
石
越
片
倉
家
文
書（
宮
村
館
絵
図
）」

を
手
が
か
り
に
片
倉
氏
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え

て
み
ま
す
（
仙
台
市
青
葉
山
に
あ
る
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
へ
一
緒
に
調
査
に
行
っ
た
長
井
市
史
編
纂

室
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
）。 

 

 

二 

石
越
片
倉
家
文
書
の
「
絵
図
」 

 
前
述
の
よ
う
に
宮
村
館
に
関
し
て
、
登
米
市
石
越
の
片

倉
家
文
書
の
な
か
に
関
連
す
る
絵
図
が
見
つ
か
り
ま
し

た
（
第
２
図
「
宮
村
館
図
」
参
照
）。
絵
図
に
は
四
方
を

「
土
手
」
で
囲
ま
れ
、
東
に
「
大
手
門
」、
北
に
「
裏
小

門
」（
い
ず
れ
も
冠
木
門
）
が
記
さ
れ
、
土
塁
の
内
側
に

「
片
河
貮
百
間
余
四
方
」「
伊
達
之
内
宮
ト
申
所 

片
倉

意
休
斎
入
道
頼
高
居
屋
敷
之
間
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
北

側
「
裏
小
門
」
の
外
側
に
「
明
神
宮
有
社
」「
此
間
貮
町

半
程
」
と
記
さ
れ
掘
立
柱
、
入
母
屋
造
り
、
千
木
・
鰹
木
、

高
床
、
格
子
戸
か
ら
な
る
神
社
（
明
神
宮
）
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
二
町
半
と
い
う
と
二
七
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で

す
の
で
（
一
町
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
）
総
宮
神
社

付
近
と
な
り
ま
す（
遍
照
寺
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
不

思
議
で
す
が
、
岩
出
山
・
仙
台
へ
と
移
転
し
て
い
っ
た
の

で
元
の
寺
に
つ
い
て
は
記
載
し
な
か
っ
た
か
）。 

 

 

「
意
休
斎
」
は
小
十
郎
景
綱
の
伯
父
に
あ
た
る
人
物
で

す
が
（
第
３
図
「
片
倉
氏
略
系
図
」
参
照
）、
彼
の
居
館
の

「
土
手
」
二
〇
〇
間
四
方
を
一
間
一
・
八
メ
ー
ト
ル
と
す

る
と
約
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
と
な
り
ま
す
（
片
河
は
片

側
ヵ
）。
主
郭
を
囲
む
外
郭
の
範
囲
と
一
致
し
ま
す
。「
松

河
」
と
「
野
河
」
が
外
堀
の
役
割
を
果
た
す
と
イ
メ
ー
ジ

し
た
描
き
方
で
す
。
縄
張

な
わ
ば
り

略
図
（
前
掲
『
長
井
市
史
通
史

第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』
第
五
章
第
一
節
五
〇
二
・

三
頁
、
図
五―

五
・
六
）
で
は
「
裏
小
門
」
付
近
が
張
り

出
し
て
お
り
、
外
枡
形
の
構
造
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
絵
図

で
は
東
側
に
「
大
手
門
」
が
設
け
ら
れ
て
い
て
松
川
（
最

上
川
）
の
舟
運
を
意
識
し
た
配
置
な
の
で
し
ょ
う
（
松
川

に
木
橋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
松

川
（
現
在
の
最
上
川
）
に
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
た
事
実
は

な
い
）。
縄
張
略
図
か
ら
見
る
と
内
郭
の
虎
口

こ
ぐ
ち

は
南
側
に

設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
「
片
倉
代
々
記
」（『
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
片

倉
家
資
料
』）
に
あ
る
「
南
の
大
手
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

外
郭
の
大
手
も
南
側
に
開
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

（
絵
図
の
「
大
手
門
」
は
東
門
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
）

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
南
側
は
こ

れ
ま
で
の
縄
張
図

な
わ
ば
り
ず

よ
り
は
も
っ
と
南
側
に
土
塁･

堀
が
存

在
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
（
現
在
、
摂
取
院

せ
っ
し
ゅ
い
ん

（
真

言
宗
）。
境
内
の
中
に
高
ま
り
が
見
え
、
こ
れ
が
土
塁
の

第
２
図 

「
宮
村
館
図
（
片
倉
家
文
書
）」 

（
写
真
撮
影
者
：
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所  

佐
藤
大
介
氏
） 

２ 



残
存
か
と
思
わ
れ
る
）。
こ
の
南
大
手
門
を
防
衛
す
る
た

め
に
外
枡
形
か
馬 う

ま

出 だ
し

（
角
馬
出
、
丸
馬
出
）
が
設
置
さ
れ

て
い
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

前
掲
『
米
沢
市
史
第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』
第

四
章
第
二
節
五
七
八
頁
、
図
二
五
五
及
び
五
八
七
頁
、
図

二
五
七
に
見
る
主
家
伊
達
氏
の
米
沢
城
と
城

下
町
推
定
図
に
表
さ
れ
た
構
造
が
、
伊
達
家
有

力
家
臣
の
片
倉
家
に
「
記
憶
」
と
し
て
「
継
承
」

さ
れ
、
江
戸
期
に
「
宮
村
館
」
を
描
く
際
に
そ

の
「
記
憶
」
が
大
き
く
影
響
し
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

三 

片
倉
館 

 

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
頃
に
作
成
さ
れ
た

置
賜
地
方
の
伊
達
氏
家
臣
の
動
員
兵
力
を
記

し
た
「
着
到
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（「
伊
達

家
文
書
」、
表
１
「
置
賜
に
居
住
す
る
主
要
な
伊

達
氏
家
臣
の
軍
勢
」
参
照
）。
馬
上
騎
数
の
順
に

見
る
と
、
片
倉
壱
岐
・
新
田
殿
・
小
梁
川
殿
・

湯
目
半
内
・
原
田
十
郎
・
下
飯
坂
源
兵
衛
殿
・

大
津
将
監
・
遠
藤
四
郎
左
衛
門
と
続
き
、
動
員

の
総
数
で
は
、
新
田
殿
（
左
衛
門
義
綱
）
が
馬

上
五
二
騎
・
鉄
砲
一
四
・
弓
一
三
五
・
鑓 や

り

四
〇

二
、
計
六
〇
三
名
で
最
大
、
二
番
目
は
湯
目
半

内
で
馬
上
四
四
騎
・
鉄
砲
二
一
・
弓
一
二
二
・

鑓
四
｜
〇
、
計
五
九
七
名
、
三
番
目
が
片
倉
壱

岐
で
馬
上
七
二
騎
・
鉄
砲
二
三
・
弓
七
二
・
鑓

二
五
〇
、
計
四
一
七
名
、
四
番
目
が
原
田
十
郎
で
馬
上
四

一
騎
・
鉄
砲
八
・
弓
一
〇
五
・
鑓
二
四
三
、
計
三
九
七
名

で
、
い
ず
れ
も
多
数
の
兵
を
動
員
で
き
る
有
力
家
臣
で
し

た
。 

 

次
に
彼
ら
の
居
館
の
規
模
を
見
て
み
る
と
（
伊
達
領
内

の
中
世
城
郭
に
つ
い
て
は
、『
山
形
県
中
世
城
館
遺
跡
調

査
報
告
書 

第
一
集
』（
山
形
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九

五
）
参
照
）、
新
田
氏
は
伊
達
氏
の
会
津
口
防
衛
の
要
を

 

表
１
「
置
賜
に
居
住
す
る
主
要
な
伊
達
氏
家
臣
の
軍
勢 

『
長
井
市
史
通
史
第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』
第
四
章
第
一
節

四
五
七
頁
の
図
四―

一
三
、「
置
賜
に
居
住
す
る
主
要
な
伊
達
氏
家

臣
の
軍
勢
（
天
正
二
年
頃
の
着
到
帳
よ
り
）」
引
用 

第
３
図 

片
倉
氏
略
系
図
（『
長
井
市
史
通
史
第
一
巻 

原
始
古
代
中
世
編
』 

（
二
〇
一
九
）
第
四
章
第
一
節
四
五
八
頁
、
図
四―

一
四 

「
片
倉
氏
略
系
図
」 

よ
り
引
用
） 

馬上 鉄砲 弓 鑓 野臥 合　計 居城など

粟野十郎左衛門尉 18 10 0 190 20 18騎＋220 北条庄・二色根城（南陽市）

大津将監 28 12 0 205 36 28騎＋253 北条庄・宮内館（南陽市）

高成田大学 7 5 41 51 0 7騎＋97 上長井庄・尾長島（川西町）

原田十郎 41 8 105 243 0 41騎＋356 上長井庄・原田城（川西町）

小簗川殿 50 12 190 20 0 50騎＋252 屋代庄・高畠城（高畠町）

片倉壱岐 72 23 72 250 0 72騎＋345 下長井庄・小桜城（長井市）

下飯坂源兵衛殿 34 10 67 191 0 34騎＋268 屋代庄・亀岡館（高畠町）

湯目半内 44 21 122 410 0 44騎＋553 下長井庄・洲島館（川西町）

鬼庭又二郎 12 6 86 12 0 12騎＋104 上長井庄・川井館（米沢市）

鮎貝殿 17 11 25 94 0 17騎＋130 下長井庄・鮎貝城（白鷹町）

遠藤四郎左衛門 22 15 0 213 0 22騎＋228 下長井庄・手ノ子（飯豊町）

国分六郎殿 14 9 42 140 0 14騎＋191 下長井庄・萩生城（飯豊町）

新田殿 52 14 135 402 0 52騎＋551 上長井・館山城（米沢市）

浜田大和 14 0 52 83 0 14騎＋135 屋代庄・一本柳館（高畠町）

遠藤内匠 1 6 30 213 0  1騎＋249 伊達輝宗の側近

片倉藤右衛門尉 1 0 8 35 0 1騎＋43 片倉景綱の兄？

小
十
郎

角
助

主
水

女

女
子

為
近

某

某

某

景
広

 
修
理
亮
カ

弥
五
郎

三
河
守

菅
野
信
野
守

修
理
亮

重
綱

伊
豆
守

景
親

頼
親

景
久

女
子（
喜
多
＝

父
は
茂
庭
良
直
）

大
学

女
子湯

村
土
佐
妻

景
長

神
職
女

景
末

式
部
少
輔

本
沢
真
直
女

藤
左
衛
門
尉

女
子小

島
朝
次
妻

備
中
守

重
継

景
重

景
綱小

十
郎

景
時

頼
久

壱
岐
守

意
休
斎

伊
豆

頼
長

伊
賀
守

九
郎
右
衛
門

紀
伊
守

右
衛
門

加
藤
家
よ
り
養
子

３ 



領
し
て
い
て
、
米
沢
館
山
城
が
拠
点
と
な
り
ま
す
。
現
在

見
る
館
山
城
・
館
山
平
城
は
伊
達
輝
宗
が
隠
居
し
た
以
降

の
姿
で
あ
り
、
新
田
氏
時
代
の
そ
れ
で
は
な
い
で
す
が
、

大
規
模
な
境
目
の
城
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。
湯
目
半
内
の
居
城
は
洲 す

の

島 し
ま

館
（
川
西
町
洲
島
）

で
東
西
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
・
南
北
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
規

模
で
す
。原
田
十
郎
の
居
城
は
原
田
城（
川
西
町
上
小
松
）

で
東
西
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
・
南
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
規

模
で
す
。 

次
に
片
倉
氏
の
居
館
で
あ
る
宮
村
館
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
野
川
の
微
高
地
に
築
か
れ
た
東
西
南
北
約
一
六

〇
メ
ー
ト
ル
と
堀
を
と
も
な
う
方
形
館
。
戦
国
期
に
さ
ら

に
外
側
に
堀
と
土
塁
を
築
き
、
二
重
の
土
塁
・
堀
で
防
備

す
る
構
造
と
な
り
ま
す
。
主
郭
の
内
部
は
土
塁
の
残
部
が

見
え
、
複
雑
な
構
造
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
副
郭

ふ
く
か
く (

二
の

丸)

の
北
側
に
は
張
り
出
し
た
土
塁
が
残
り
ま
す
。
南
側

は
こ
れ
ま
で
の
縄
張
図
よ
り
は
も
っ
と
南
側
に
土
塁･

堀

が
位
置
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
摂
取
院
（
真
言
宗
）

境
内
の
中
に
高
ま
り
が
見
え
、
こ
れ
が
土
塁
の
残
存
か
と

思
わ
れ
、
片
倉
家
臣
と
い
う
家
伝
を
も
つ
工
藤
家
の
屋
敷

地
か
ら
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。永
正
六
年（
一
五
〇
九
）

八
月
一
一
日
国
分

こ
く
ぶ
ん

胤
重

た
ね
し
げ

軍
勢
催
促
廻

ぐ
ん
ぜ
い
さ
い
そ
く
か
い

文 ぶ
ん

写
う
つ
し

（『
奥
羽
編

年
史
料
』
所
収
文
書
、
一
九
六
三
、
市
立
米
沢
図
書
館
所

蔵
）
に
、
伊
達
尚
宗
が
越
後
上
杉
定
実

さ
だ
ざ
ね

を
助
け
る
た
め
に

下
長
井
衆
に
出
兵
を
督
促
し
た
中
に
、「
宮
村
殿
鮎
貝
殿
」

ら
が
一
〇
〇
か
ら
二
五
〇
人
の
「
武
頭

ぶ
が
し
ら

」
と
し
て
「
出
張
」

す
る
こ
と
を
命
じ
た
記
事
が
見
え
ま
す
。天
文
の
乱
で
は

片
倉
氏
は
晴
宗
方
に
属
し
、
「
晴
宗

は
る
む
ね

公 こ
う

采
地

さ
い
ち

下
賜
録

か

し

ろ

く

」

（『
米
沢
市
史
資
料
編
一
古
代
中
世
史
料
』、
一
九
八
五
）

に
片
倉
伊
賀
守
が
上
長
井
小
菅
・
下
長
井
奥
田
内
の
在
家

等
が
安
堵
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）

に
は
宮
村
館
に
片
倉
家
惣
領
筋
の
壱
岐
守
景
親
が
入
っ

た
と
さ
れ
、
高
野
町
の
「
本
家
高
野
」
と
呼
ば
れ
る
工
藤

家
に
伝
存
す
る
由
緒
書
『
家
系
申
伝
書
』
に
は
、
宮
村
片

倉
館
に
本
丸
・
二
の
丸
・
大
手
先
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
高
井
耕
次
「
古
文
書
か
ら
見
る
戦
国
期
の

長
井
丨
旧
家
に
伝
わ
る
由
緒
書
を
中
心
に
丨
」〈
二
〇
一

七
年
六
月
一
一
日
開
催
「
長
井
市
史
歴
史
講
座
」
発
表
〉

を
参
照
）。 

江
戸
時
代
に
白
石
城
主
片
倉
家
が
ま
と
め
た
家
史
で

あ
る「
片
倉
代
々
記
」の
天
正
一
七
年
六
月
五
日
条
に「
村

上
大
学
、
工
藤
勘 か

解 げ

由 ゆ

両
人
共
に
約
し
き
場
に
於
て
働
き

討
死
す
、
右
工
藤
勘
解
由
ハ
宮
村
よ
り
来
て
供
を
務
、
其

子
孫
工
藤
孫
左
衛
門
ハ
于
今
長
井
庄
宮
村
片
倉
館
南
の

大
手
に
居
住
す
と
云
々
」
と
あ
り
、
現
在
の
工
藤
家
の
あ

る
と
こ
ろ
が
「
片
倉
（
宮
村
）
館
南
の
大
手
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す(
前
掲
『
白
石
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第

四
七
集 

片
倉
小
十
郎
景
綱
関
係
文
書
』一
一
一
頁
・『
市

史
編
纂
室
だ
よ
り
』
No
二
三
、
二
〇
一
七
・『
長
井
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
二
八
集
』、
二
〇
〇
八
）。 

 

と
こ
ろ
で
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
「
工
藤
氏
家
屋
図
」

を
見
る
と
（
第
１
図
「
工
藤
氏
家
屋
図
」
参
照
）、
石
塁

（
石
垣
）
で
囲
ま
れ
、
虎
口
の
所
は
二
重
の
水
堀
が
あ
り

食
違

く
い
ち
が
い

が
見
え
ま
す
。
中
世
か
ら
継
続
す
る
構
造
な
の
か

ど
う
か
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
虎
口
が
し
っ
か
り
し
て

い
ま
す
。
南
大
手
門
か
ら
外
側
に
出
た
西
側
の
位
置
に
当

た
る
の
で
、
出
丸
の
存
在
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
宮
村
館
は
二
重
の
輪
郭

り
ん
か
く

式
方
形
城

郭
で
、か
つ
強
固
な
防
御
施
設
も
備
え
た
戦
国
期
の
城
郭

で
あ
り
、
置
賜
地
域
の
伊
達
家
臣
の
居
城
の
中
で
も
上
位

に
位
置
す
る
大
規
模
な
城
郭
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

「
宮
城
県
登
米
市
石
越
片
倉
家
文
書
」
は
、
所
蔵
者
の

片
倉
景
胤
様
の
ご
意
向
で
、仙
台
市
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
の
佐
藤
大
介
氏
の
ご
奮
闘
が
あ
り
、
こ
れ
で

同
文
書
が
広
く
利
用
・
研
究
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 

絵
図
を
掲
載
し
て
解
説
し
、若
干
考
察
を
行
い
ま
し
た

が
、
長
井
市
の
歴
史
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
伊

達
氏
研
究
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、価
値
が
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
「
貴
重
な
史
料
は
ま
だ
ま
だ
地
域
の
中
に
眠
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
小
稿

は
、
二
〇
二
四
年
三
月
二
日
小
桜
館
で
行
わ
れ
た
二
〇
二

三
年
度
第
三
回
「
長
井
市
史
歴
史
講
座
」
に
お
い
て
「
長

井
市
域
の
中
世
城
郭
」
と
題
し
て
講
話
し
た
内
容
か
ら
抜

粋
し
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。） 

 

４ 



                   

一 

は
じ
め
に 

上
の
写
真
１
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に

撮
影
さ
れ
た
米
沢
城
御
三
階
の
写
真
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
米
沢
城
を
紹
介
す
る
書
籍
に
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
元
の
写
真
の
所
在
は
現
時

点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
立
米
沢
図

書
館
で
は
大
判
（
縦
四
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル×

横

五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
拡
大
印
刷
さ
れ
た
も

の
を
所
蔵
し
て
お
り
、
各
地
か
ら
の
掲
載
依
頼
に

対
し
こ
の
写
真
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
人
物
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス

人
の
バ
ビ
ー
ル
兄
弟
と
紹
介
さ
れ
て
き
て
お
り
、
図
書
館

に
は
左
の
写
真
２
「
英
人
バ
ビ
ー
ル
兄
弟
」（
Ｋ
２
８
９

／
エ
）
と
い
う
写
真
も
現
存
し
ま
す
（
こ
ち
ら
は
一
〇
・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル×

七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。 

で
は
、
こ
の
兄
弟
が
何
の
目
的
で
米
沢
を
訪
問
し
、
写

真
撮
影
し
た
の
か
を
改
め
て
調
査
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
事
実
が
見
え
て
き
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

二 

藤
倉
富
蔵
氏
に
送
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム 

米
沢
城
御
三
階
の
写
真
を
詳
し
く
紹
介
し
た
記
録
に
、

大
乗
寺
良
一
著
『
郷
土
遺
聞 

鶴
城
史
講
』
と
い
う
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
刊
行
の
著
作
が
あ
り
、
そ
の
中

の
十
二
番
目
の
項
目
「
米
沢
城
御
三
階
と
バ
ビ
ー
ル
兄
弟
」

で
は
、
次
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
明
治
五
年
、
横
浜
商
館
七
十
六
番
の
英
国
人
バ
ビ
ー
ル

兄
弟
が
、
東
北
蚕
業
視
察
の
た
め
米
沢
地
方
を
訪
ね
た
。 

・
兄
弟
は
東
町
の
商
人
・
藤
倉
富
蔵
宅
に
滞
在
し
、
置
賜

県
庁
や
学
館
（
藩
校
興
譲
館
）
を
見
学
し
た
。 

・
そ
の
後
、
長
井
町
（
当
時
は
ま
だ
宮
村
と
小
出
村
）
を

視
察
し
、
会
津
若
松
経
由
で
横
浜
に
戻
っ
た
。 

・
横
浜
帰
着
後
、
藤
倉
富
蔵
方
に
お
礼
と
し
て
シ
ャ
ン
ペ

ン
酒
と
旅
行
中
の
写
真
五
十
枚
余
り
が
貼
ら
れ
た
ア
ル

バ
ム
が
送
ら
れ
て
き
た 

・
ア
ル
バ
ム
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
上
杉
神
社
宮

司
の
大
乗
寺
氏
に
贈
与
さ
れ
、新
聞
記
者
某
氏
が
御
三
階

の
写
真
を
引
き
伸
ば
し
頒
布
し
た
。 

図
書
館
が
所
蔵
す
る
大
判
の
写
真
は
、
こ
の
新
聞
記
者

某
氏
が
頒
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
し
て
ア
ル
バ

ム
に
は
兄
弟
の
写
真
も
貼
っ
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
（
ア
ル
バ
ム
は
、
上
杉
神
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
現
在
は
確
認
で
き
な
い
と
の
回
答
で
し
た
）。 

 三 

バ
ビ
ー
ル
（
バ
ヴ
ィ
エ
ル
）
は
ス
イ
ス
の
生
糸
商
人 

大
乗
寺
氏
の
情
報
を
基
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
バ
ビ
ー
ル
や
横
浜
商

５ 

写真２ 「英人バビール兄弟」 

（市立米沢図書館所蔵） 

写真１ 「米沢城御三階」（市立米沢図書館所蔵）  

米
沢
城
御
三
階
を
撮
影
し
た
外
国
人 

 
 

 
 

 
市
立
米
沢
図
書
館 

郷
土
資
料
専
門
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館
七
十
六
番
地
で
検
索
す
る
と
、
横
浜
開
港
資
料
館
の
館

報
『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
九
〇
号
（
二
〇
〇
五
）
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。「
バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
」
の
項
に
は
、
明
治

一
九
年
（
一
八
八
六
）
刊
行
の
『
日
本
絵
入
商
人
録
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
横
浜
七
十
六
番
地
バ
ビ
エ
ル
商
会
内
面
の

図
」
と
い
う
生
糸
を
集
荷
し
た
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。『
日
本
絵
入
商
人
録
』
を
見
て
み
る
と
主
人
の
バ
ヴ

ィ
エ
ル
は
ス
イ
ス
人
と
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
「
横
浜
の
ス

イ
ス
系
商
社
」
の
項
に
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に

来
日
し
た
ス
イ
ス
の
特
派
使
節
団
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、

そ
の
右
端
の
人
物
に
は
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
バ
ヴ
ィ
エ
ル
の

名
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
写
真
は
不
鮮
明
で
、

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
バ
ヴ
ィ
エ
ル
の
顔
と
、
当
館
の
英
人
バ

ビ
ー
ル
兄
弟
の
顔
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）に
出
版
さ
れ
た
バ
ヴ
ィ
エ
ル
著『
日
本
の
養
蚕
、

絹
お
よ
び
蚕
種
の
商
取
引
、
絹
産
業
』（
以
下
、『
日
本
の

養
蚕
』）
と
い
う
洋
書
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

六
年
（
二
〇
一
四
）
に
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催

さ
れ
た
特
別
展
「
明
治
大
学 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ

ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

繭
と
鋼
」の
出
品
目
録
の
中
の
一
冊

で
し
た
。 

す
ぐ
に
横
浜
や
明
治
大
学
に
行
き
確
認
し
た
い
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大

流
行
中
で
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
感
染
状
況
が

や
や
終
息
に
向
か
っ
た
頃
、横
浜
開
港
資
料
館
に
出
向
い

て
、
バ
ヴ
ィ
エ
ル
に
関
し
て
調
べ
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 四 
米
沢
を
視
察
し
た
の
は
バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
の
主
人

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
バ
ヴ
ィ
エ
ル
で
は
な
か
っ
た 

横
浜
開
港
資
料
館
で
最
初
に
見
た
か
っ
た
の
は
ス
イ

ス
の
特
派
使
節
団
の
写
真
で
し
た
。『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』

の
出
典
に
は
、
中
西
道
子
氏
の
論
文
「
ス
イ
ス
特
派
使
節

団
の
来
浜
と
商
館
の
創
業
」
と
あ
り
、
そ
の
論
文
を
見
せ

て
い
た
だ
く
と
、
写
真
の
出
典
は
「A HUDOREDO 

YEARS 

IN 
THE 

SERVICE 
OF 

TRADE
」
と
い
う
英
文
の
論

文
で
し
た
。
横
浜
開
港
資
料
館
の
職
員
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
の
検
索
を
行
い
、
そ
の
英

文
の
論
文
を
見
る
と
使
節
団
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
集
合
写
真
な
の
で
個
々
の
人
物
は
小
さ
い
で
す
が
、

カ
イ
ゼ
ル
髭
の
顔
は
、
米
沢
の
バ
ビ
ー
ル
兄
弟
の
写
真
と

は
異
な
っ
た
人
物
に
見
え
ま
し
た
。 

次
に
バ
ヴ
ィ
エ
ル
著『
日
本
の
養
蚕
』を
探
し
ま
し
た
。

「Bavier

」
等
で
検
索
す
る
と
、
該
当
す
る
洋
書
が
見
つ

か
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
古
い
洋
書
の
見
返
し
に

「ERUST 
VON 

BAVIER

」
の
著
者
名
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
の
主
人
・
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
バ
ヴ

ィ
エ
ル
と
は
違
う
バ
ヴ
ィ
エ
ル
さ
ん
に
戸
惑
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
横
浜
開
港
資
料
館
の
学
芸
員
に
紹
介
さ
れ
た

武
内
博
編
著
『
来
日
西
洋
人
名
事
典
』（
一
九
八
三
）
の

「
バ
ビ
エ
」(

マ
マ)

の
項
目
を
見
る
と
、
バ
ビ
エ
は
一
八

四
三
年
に
ス
イ
ス
の
ク
ー
ル
で
生
ま
れ
、一
八
六
三
年
に

ス
イ
ス
の
使
節
団
の
一
員
と
し
て
来
日
、一
八
六
四
年
に

横
浜
居
留
地
七
六
番
地
に
バ
ビ
エ
商
会
を
設
立
、
生
糸
の

輸
出
を
始
め
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。
一
八
九
二
年
に
次

男
の
ジ
ャ
ン
に
任
せ
帰
国
し
、一
八
九
六
年
に
は
日
本
政

府
か
ら
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
、
一
九
二
六
年
に
ス
イ
ス

の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
死
去
し
た
こ
と
な
ど
の
詳
し
い
記
載

が
あ
り
、
そ
の
参
考
文
献
に
藤
本
実
也
著
『
開
港
と
生
糸

貿
易
』（
一
九
三
九
）
の
記
載
が
見
え
ま
し
た
。 

横
浜
開
港
資
料
館
の
開
架
で
『
開
港
と
生
糸
貿
易
』
を

探
し
閲
覧
す
る
と
、
そ
の
中
巻
に
「
バ
ヴ
ィ
エ
ー
商
会
」

（
マ
マ
）の
大
変
詳
し
い
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。第
一
に
、

主
人
の
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
バ
ヴ
ィ
エ
ー
の
肖
像
写
真
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。立
派
な
カ
イ
ゼ
ル
髭
を
た
く
わ
え
た
顔

は
、
米
沢
に
残
る
バ
ビ
ー
ル
兄
弟
の
写
真
に
写
る
外
国
人

第１図 「横浜七十六番地バビエル商会内面の図」 

（藤本実也『開港と生糸貿易』1939）より） 
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二
人
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
注
目

す
べ
き
記
載
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八

八
一
）
頃
の
バ
ヴ
ィ
エ
ー
商
会
の
顔
ぶ
れ
と
し
て
七
名
の

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
、
そ
の
最
初
の
三
名
の
名
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
Ed..de Bavier    

 
 

（
エ
ド
） 

  Ant.de Bavier

（
不
在
） 

（
ア
ン
ト
） 

Ernest . de Bavier    

（
エ
ル
ン
ス
ト
） 

 
 な

ん
と
、
明
治
十
四
年
の
バ
ヴ
ィ
エ
ー
商
会
に
は
、
三

人
の
バ
ヴ
ィ
エ
ー
が
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
度
の
調
査
で
は
、
こ
れ
以
上
の
資
料
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、
米
沢

を
訪
ね
た
バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
の
外
国
人
は
、
エ
ル
ン
ス

ト
・
バ
ヴ
ィ
エ
ル
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

彼
の
著
作
『
日
本
の
養
蚕
』
に
は
日
本
全
国
の
養
蚕
・
蚕

種
の
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
出
羽
（
羽
前
）
に
は
庄
内
・

山
形
・
上
山
・
米
沢
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

各
地
を
巡
り
、『
日
本
の
養
蚕
』
を
纏
め
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

五 

良
質
の
蚕
種
を
求
め
に
置
賜
地
方
を
訪
ね
た
外
国

人
達 明

治
五
年
に
ス
イ
ス
人
系
の
バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
の
外

国
人
が
、
米
沢
地
方
を
視
察
し
た
背
景
に
は
、
幕
末
か
ら

明
治
初
年
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
微
粒
子
病
が
蔓
延

し
、
健
全
な
蚕
種
を
求
め
る
た
め
、
外
国
人
が
日
本
各
地

の
蚕
種
の
産
地
を
調
査
、
あ
る
い
は
商
品
取
引
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
置
賜
に
は
、

バ
ヴ
ィ
エ
ル
商
会
以
前
に
も
外
国
人
が
調
査
等
に
訪
れ
、

報
告
書
を
残
し
て
い
ま
す
。 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
五
月
に
は
、
新
潟
の
イ
ギ
リ

ス
代
理
領
事
・
ア
ル
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ト
ゥ
ル
ー
プ
等
一 

行
五
名
の
外
国
人
が
、新
潟
か
ら
会
津
若
松
を
経
て
置
賜

地
方
を
視
察
し
、小
国
を
経
て
六
月
初
旬
に
新
潟
へ
戻
っ

て
い
ま
す
。
同
行
し
た
四
人
の
氏
名
と
出
身
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
潟
居
留
の
ド
イ
ツ
貿
易
商
人 

・
メ
ー
ス 

 
 
 

新
潟
の
オ
ラ
ン
ダ
副
領
事 

・
ギ
ュ
ー
チ
ョ
ウ 

横
浜
居
留
の
ド
イ
ツ
人
商
人 

・
ジ
ャ
ク
モ 

 
 

横
浜
居
留
の
イ
ギ
リ
ス
人 

新
潟
代
表
の
ト
ゥ
ル
ー
プ
代
理
領
事
は
、東
京
の
イ
ギ

リ
ス
領
事
パ
ー
ク
ス
宛
て
に
、報
告
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
米
沢
女
子
短
期
大
学
の

東
海
林
静
男
氏
が「
新
潟
駐
在
イ
ギ
リ
ス
代
理
領
事
に
よ

る
新
潟
港
後
背
地
へ
の
産
物
調
査
旅
行
に
つ
い
て
」『
東

北
の
地
域
史
と
民
衆
』（
一
九
九
三
）
と
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
青
柳
正
俊
著
『
明
治
三
年 

欧
州
視
察

団
周
遊
記 

～
新
潟
か
ら
会
津
・
米
沢
の
旅
～
』（
二
〇

二
〇
）
で
は
、
ト
ゥ
ル
ー
プ
の
報
告
書
に
加
え
、
ド
イ
ツ

の
貿
易
商
人
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
ド
イ
ツ
の
新
聞
に
連
載
し

た
旅
行
記
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。外
国
人
が
見
た

当
時
の
米
沢
や
置
賜
の
様
子
が
う
か
が
え
る
文
献
で
す
。 

ま
た
、田
尻
村（
現
白
鷹
町
横
田
尻
）の
丸
川
家
に
は
、

明
治
五
年
に
イ
タ
リ
ア
人
の
デ
ロ
ロ
ー
（
マ
マ
）
が
蚕
種

製
造
を
視
察
し
、
蚕
種
の
売
買
契
約
を
し
、
そ
の
年
は
七

千
枚
余
り
の
蚕
種
を
送
っ
て
い
ま
す
（『
山
形
県
史 

本

篇
６
』、
一
九
七
五
）。 

イ
タ
リ
ア
人
の
デ
ロ
ロ
ー
は
、横
浜
居
留
地
九
十
一
番

の
デ
ロ
ー
ロ
商
会
の
主
人
、
イ
シ
ド
ロ
・
デ
ロ
ー
ロ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
デ
ロ
ー
ロ
は
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
出
身

で
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
））
に
来
日
、
日
本
の
養
蚕

法
に
関
す
る
小
冊
子
を
出
版
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
も
『
養
蚕
と
絹
：
日
本
に
お
け
る
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
』
を
出
版
し
て
い
ま
す
（
秦 

哲
子
「
百
草
園

に
あ
る
二
つ
の
句
碑
か
ら
～
青
木
角
蔵
・
三
堀
武
蔵
と
デ

ロ
ー
ロ
商
会
～
」
『
日
野
市
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
紀
要 

第
一
号
』、
二
〇
二
三
）。 

  

写真３ エドゥアール・バヴィエー

の肖像写真（藤本実也『開港と生糸

貿易』（1939）より） 
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一 

は
じ
め
に 

 

『
山
形
の
歷
史
』
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十

二
月
三
十
一
日
に
出
羽
文
化
同
交
会
が
発
行
（
非
売
品
）

し
た
も
の
で
す
。
本
書
は
Ａ
５
版
で
、
頁
数
は
前
篇
三
七

八
頁
、
後
篇
五
一
〇
頁
で
諸
所
に
図
版
が
入
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
、
川
崎
浩
良
全
集
刊
行

会
か
ら
復
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

二 

発
刊
の
経
緯 

本
書
の
「
自
序
」
に
発
刊
の
経
緯
が
記
し
て
あ
り
、
そ

れ
に
よ
る
と 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
当
時
の
山
形

市
長
高
橋
勝
兵
衛
は
、
山
形
市
史
の
編
さ
ん
事
業
を
本
格

的
に
進
め
る
た
め
に
三
浦
新
七
博
士
を
顧
問
、
渡
邊
彌
太

郎
、
渡
邊
德
太
郎
、
五
十
嵐
睛
峯
、
安
齋
徹
の
各
氏
を
委

員
に
委
嘱
し
、
助
役
工
藤
貞
次
を
事
務
主
任
、
川
崎
浩
良

は
連
絡
書
記
と
な
り
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は

編
さ
ん
主
任
と
な
り
ま
す
。 

川
崎
が
編
集
・
執
筆
を
進
め
る
上
で
顧
問
で
あ
っ
た
三

浦
新
七
博
士
の
力
添
え
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
三
浦
は
「（
前
略
）
現
在
の
山
形
を
理
解
す
る
事

に
重
點
を
置
き
、
現
代
山
形
市
民
の
構
成
、
縣
内
若
し
く

は
村
山
平
野
に
於
け
る
本
市
の
地
位
等
を
説
明
す
る
に

足
る
可
き
歷
史
的
事
情
を
史
料
の
許
す
範
圍
に
於
て
時

代
別
に
跡
付
く
る
事
を
以
て
本
市
史
の
目
的
と
す
る
方

適
當
な
り
と
信
ず
。（
後
略
）」
と
助
言
し
て
い
ま
す
。
戦

争
の
た
め
に
編
さ
ん
事
業
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
か
ら
執
筆
に

入
り
、
同
二
十
三
年
十
一
月
に
本
編
を
稿
了
し
ま
し
た
。

戦
後
に
自
費
出
版
と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
が
、
出
羽
文
化

同
交
会
の
鈴
木
淸
助
を
始
め
と
す
る
会
員
の
協
力
を
得

て
お
り
、
特
に
武
田
好
吉
に
は
用
紙
の
手
配
、
渡
部
磯
太

郎
・
佐
藤
榮
太
に
は
装
丁
や
印
刷
の
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
。 

 

 

三 

本
書
の
内
容
・
構
成 

 

 
本
書
は
前
篇
・
後
篇
に
分
か
れ
、
全
八
篇
三
十
五
章
に

わ
た
り
、
時
代
順
に
著
述
し
て
い
ま
す
。「
阿
古
耶
松
と

阿
古
耶
姫
の
伝
説
」、「
山
寺
文
化
の
興
隆
」、「
最
上
紅
花

の
産
出
」、「
馬
見
ヶ
崎
川
の
水
害
」
等
、
読
者
の
関
心
を

も
た
せ
る
内
容
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
文
の
所
々
に

手
書
き
の
挿
絵
や
写
真
を
配
置
す
る
な
ど
工
夫
し
て
執

筆
し
て
い
る
こ
と
も
伺
え
ま
す
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

 

『
山
形
の
歷
史
』
の
発
刊
は
、
ま
さ
に
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
川
崎
浩
良
の
熱
意
と
努
力
の
成
果
と
い
え
ま

す
。
川
崎
は
山
形
県
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
山
形
県
文
化

財
保
護
協
会
常
任
理
事
な
ど
を
務
め
、
県
内
様
々
な
文
化

事
業
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、ご
自
身
も
多
く
の
著

作
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
山
形
県
の
歴
史
研
究
を
牽

引
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、昭
和
三
十
年
度
の
第
一
回
斎

藤
茂
吉
文
化
賞
を
受
賞
、
最
初
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。 
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